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低
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指
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イ
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係
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指
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八

〇
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
コ
ク
チ
バ
ス
そ
の
他
オ
オ
ク
チ
バ
ス
属
の
魚
類
及
び
ブ
ル
ー
ギ
ル

　

の
再
放
流
の
禁
止 

八

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
四
五
二
号
中 

八

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
一
号

　

平
成
四
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
四
十
一
号
（
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
条
例
に
基
づ
く
補
償
基
礎
額
の
最
低
限

度
額
及
び
最
高
限
度
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

年　

齢　

階　

層

最　

低　

限　

度　

額

最　

高　

限　

度　

額

二
十
歳
未
満

四
、
五
〇
三
円

一
二
、
九
三
五
円

二
十
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

五
、
〇
〇
七
円

一
二
、
九
三
五
円

二
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満

五
、
六
一
八
円

一
三
、
六
三
四
円

三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満

六
、
一
一
二
円

一
六
、
一
三
〇
円

三
十
五
歳
以
上
四
十
歳
未
満

六
、
五
二
七
円

一
八
、
五
三
五
円

四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満

六
、
七
四
一
円

二
一
、
九
一
一
円

四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満

六
、
八
六
一
円

二
四
、
四
五
五
円

五
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満

六
、
四
七
九
円

二
四
、
九
九
五
円

五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満

五
、
八
一
一
円

二
三
、
一
七
一
円

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

四
、
六
八
三
円

一
九
、
八
一
六
円
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六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満

三
、
九
五
〇
円

一
四
、
三
七
六
円

七
十
歳
以
上

三
、
九
五
〇
円

一
二
、
九
三
五
円

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
二
号

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
三
号
）
第
七
条
の

規
定
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

二　

変
更
事
項

　
　

指
定
管
理
者
の
名
称

変　
　
　

更　
　
　

後

変　
　
　

更　
　
　

前

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
環
境
保
全
財
団

財
団
法
人
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
環
境
保
全
財
団

三　

変
更
年
月
日

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
三
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及

び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指
定
年
月
日

か
く
だ
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

角
田
市
角
田
字
町
百
九
十
二

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

や
ま
と
在
宅
診
療
所
登
米

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
下
田
中
二
十
五

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

宮
城
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
支
援
セ
ン
タ
ー
附
属
診
療

所

名
取
市
美
田
園
二

－

一

－

四

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

穂
波
の
郷
弓
歯
科
医
院

大
崎
市
古
川
穂
波
七

－

十
四

－

十
八

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
二

日

目
黒
歯
科
医
院

塩
竈
市
宮
町
一

－

九

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二

日

そ
う
ご
う
薬
局
角
田
店

角
田
市
角
田
字
町
百
九
十
四

－

一

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
四
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出

が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

廃
止
年
月
日

穂
波
の
郷
弓
歯
科
医
院

大
崎
市
古
川
穂
波
七

－

十
四

－

十
八

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
一

日

藤
江
歯
科
医
院

石
巻
市
南
中
里
一

－

四

－

二
十
一

平
成
二
十
五
年
一
月
二
日

目
黒
歯
科
医
院

塩
竈
市
宮
町
一

－

九

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
一

日

有
限
会
社
大
場
薬
局

大
崎
市
岩
出
山
字
二
ノ
構
六
十
七

平
成
二
十
五
年
三
月
十
日

内
科
小
児
科
鳴
子
医
院

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
湯
元
二
十
七

－

三

平
成
二
十
五
年
四
月
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
（
中
国

残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）

第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
施
術
者
と
し
て

次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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氏
名
（
施
術
所
の
名
称
）

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

板
橋　

輝
久

（
整
骨
院
リ
リ
ー
フ
）

仙
台
市
青
葉
区
中
山
六

－

十
一

－

三

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

野
田　

康
二

（
駅
前
整
骨
院
の
だ
）

亘
理
郡
亘
理
町
字
道
田
西
四
十
五

－

一

平
成
二
十
五
年
四
月
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
三
号
）
第
七
条
の

規
定
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
の
施
設
の
名
称

　
　

宮
城
県
岩
出
山
牧
場

二　

変
更
事
項

　
　

指
定
管
理
者
の
名
称                                                                                                     

変　
　
　

更　
　
　

後

変　
　
　

更　
　
　

前

公
益
社
団
法
人
み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社

社
団
法
人
宮
城
県
農
業
公
社

三　

変
更
年
月
日

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
七
号

　

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

地　

区　

名

事　

業　

の　

名　

称

工 

事 

完 

了 

年 

月 

日

下
谷
岐

た
め
池
等
整
備
事
業

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号

　

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の

認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

起
業
者
の
名
称　

気
仙
沼
市

二　

事
業
の
種
類　

気
仙
沼
市
立
新
病
院
建
設
事
業

三　

起
業
地

　

１　

収
用
の
部
分　

気
仙
沼
市
赤
岩
杉
ノ
沢
及
び
赤
岩
平
貝
地
内

　

２　

使
用
の
部
分　

な
し

四　

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

　
　

次
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

１　

第
一
号
要
件 　

気
仙
沼
市
立
新
病
院
建
設
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
地
方
公
共
団
体
（
気

仙
沼
市
）
が
設
置
す
る
病
院
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
二
十
四
号
に
該
当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

２　

第
二
号
要
件 　

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
気
仙
沼
市
は
、
地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、
本
件
事
業
に
係
る
予
算

措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

３　

第
三
号
要
件

　
　

㈠　

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
に
つ
い
て

　
　
　

 　

県
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
に
「
宮
城
県
地
域
医
療
復
興
計
画
」
を
策
定
し
「
気
仙
沼
市
立
病
院
は
気
仙
沼

医
療
圏
に
お
け
る
中
核
的
な
病
院
で
あ
り
、
二
次
救
急
、
分
娩べ

ん

、
人
工
透
析
な
ど
を
担
う
ほ
か
、
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
臨
床
研
修
指
定
病
院
な
ど
、
診
療
や
医
療
連
携
の
拠
点
と
し

て
今
後
と
も
十
分
な
機
能
の
発
揮
が
必
要
」
で
あ
り
、
ま
た
「
医
療
圏
内
唯
一
の
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
災

害
時
の
医
療
を
支
え
る
役
割
も
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
「
同
病
院
は
老
朽
化
や
施
設
の

狭
あ
い
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
前
か
ら
移
転
の
計
画
」
が
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
の
「
震
災

を
受
け
て
、
施
設
設
備
充
実
に
よ
る
機
能
向
上
の
必
要
性
は
一
層
高
ま
っ
て
お
り
、
で
き
る
限
り
早
期
の
移
転

新
築
を
行
う
」
も
の
と
し
て
い
る
。

　
　
　

 　

ま
た
、気
仙
沼
医
療
圏
に
お
い
て
は
、現
在
、東
日
本
大
震
災
後
の
医
療
機
関
の
再
開
割
合
が
約
七
十
三
パ
ー

セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
等
、
い
ま
だ
に
医
療
機
能
の
回
復
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
医
療
提
供
体
制
が
不
十
分
で
あ
る

た
め
、
住
民
の
生
命
及
び
健
康
を
守
る
こ
と
が
十
分
に
は
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
中
、
本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
中
核
的
な
病
院
と
し
て
気
仙
沼
医
療
圏
を
支
え

る
二
次
救
急
、
災
害
拠
点
及
び
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
強
化
並
び
に
被
災
し
た
地
域
で
不
足
し

た
医
療
機
能
や
地
域
で
応
需
で
き
て
い
な
い
医
療
機
能
の
補
完
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
特

に
、
本
件
事
業
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
病
院
（
以
下
「
新
病
院
」
と
い
う
。）
本
体
の
免
震
化
と
新
病
院
に
合
築

す
る
気
仙
沼
市
立
病
院
附
属
看
護
専
門
学
校
（
以
下
「
看
護
専
門
学
校
」
と
い
う
。）
の
教
室
等
を
震
災
時
の

患
者
の
避
難
場
所
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
災
害
時
の
受
け
入
れ
態
勢
に

万
全
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

 　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。

　
　

㈡　

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て

　
　
　

 　

本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
及
び
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
年

宮
城
県
条
例
第
九
号
）
に
規
定
す
る
環
境
影
響
評
価
が
義
務
付
け
ら
れ
た
事
業
に
は
該
当
し
て
い
な
い
。

　
　
　

 　

起
業
者
が
平
成
二
十
四
年
五
月
及
び
同
年
八
月
に
行
っ
た
現
地
調
査
で
は
、
過
去
に
確
認
さ
れ
て
い
た
文
化

財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
規
定
す
る
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
カ

モ
シ
カ
」
や
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）

に
規
定
す
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
指
定
さ
れ
た
「
オ
オ
タ
カ
」
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
環
境

省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
宮
城
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
準
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
猛
禽
類
の
「
ハ
チ
ク

マ
」
の
移
動
飛
翔
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
本
件
事
業
予
定
地
で
あ
る
樹
林
地
に
降
り
立
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
調
査
結
果
と
周
囲
が
住
宅
地
、
国
道
等
で
あ
る
生
態
環
境
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
事
業
予
定
地
は
、
猛
禽

類
の
安
息
な
生
育
場
と
な
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
大
規
模
な
山
地
と
の
連
続
性
も

な
い
こ
と
か
ら
、
大
型
哺
乳
類
の
継
続
的
な
生
息
も
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

 　

ま
た
、
本
件
事
業
予
定
地
の
一
部
は
、
文
化
財
保
護
法
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
周
知
さ
れ

て
い
る
が
、
気
仙
沼
市
教
育
委
員
会
か
ら
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
遺
跡
の
痕
跡
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

起
業
地
編
入
に
は
異
議
な
い
旨
の
回
答
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
際
「
当
該
地
は
産
金
遺
構
の
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
今
後
引
き
続
き
、
現
地
確
認
及
び
樹
木
伐
採
後
の
試
掘
等
の
調
査
を
要
す
る
」
旨
を
申
し
添
え
ら

れ
て
お
り
、
起
業
者
も
、
慎
重
を
期
す
る
た
め
、
工
事
着
手
前
に
さ
ら
に
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

 　

さ
ら
に
、
起
業
者
は
、
本
件
事
業
の
施
行
に
当
た
っ
て
、
工
事
施
工
業
者
に
対
し
て
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭

和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
や
騒
音
規
制
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
な
ど
関
連
す
る
法
律

に
定
め
る
規
制
基
準
を
遵
守
し
た
施
工
計
画
を
提
出
さ
せ
、
周
辺
住
民
の
安
全
及
び
安
心
に
努
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　

㈢　

事
業
計
画
の
合
理
性
に
つ
い
て

　
　
　

 　

新
病
院
に
つ
い
て
は
、
気
仙
沼
市
内
の
将
来
推
計
患
者
数
に
基
づ
き
、
新
病
院
の
想
定
シ
ェ
ア
率
、
病
床
利

用
率
及
び
平
均
在
院
日
数
並
び
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
分
の
増
加
計
画
を
踏
ま
え
て
算
出
し
た

新
病
院
の
病
床
数
と
新
病
院
と
同
規
模
の
十
三
病
院
に
お
け
る
一
床
当
た
り
の
平
均
面
積
か
ら
延
床
面
積
を
算

出
し
、
さ
ら
に
、
透
析
セ
ン
タ
ー
の
配
置
等
に
よ
る
所
要
面
積
の
増
加
を
考
慮
し
て
新
病
院
の
延
床
面
積
と
し

て
い
る
。
看
護
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、教
室
等
を
災
害
時
に
お
け
る
患
者
収
容
ス
ペ
ー
ス
に
利
用
す
る
た
め
、

新
病
院
に
合
築
す
る
こ
と
と
し
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
学
校
養
成
所
指
定
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
文
部
省
・

厚
生
省
令
第
一
号
）
及
び
専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
に
基
づ
き
必
要
諸
室
を

計
画
し
て
い
る
。
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成
八
年
宮
城
県

条
例
第
二
十
二
号
）
に
規
定
す
る
一
台
当
た
り
の
駐
車
区
画
の
寸
法
と
気
仙
沼
市
立
病
院
の
年
間
利
用
状
況
か

ら
算
出
し
た
必
要
な
駐
車
台
数
を
基
に
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
緊

急
搬
送
及
び
へ
き
地
緊
急
搬
送
の
た
め
の
場
外
離
着
陸
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
「
緊
急
離
着
陸
場
等

設
置
指
導
基
準
」（
消
防
庁
）
に
定
め
る
基
準
に
準
じ
て
計
画
し
て
い
る
。
な
お
、
緑
地
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
に
規
定
す
る
基
準
等
を
遵
守
し
な
が
ら
、
周
辺
住
宅
の
環
境
保
全
に

も
で
き
る
だ
け
配
慮
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

　
　
　

 　

さ
ら
に
、
本
件
事
業
は
、
気
仙
沼
市
内
に
お
い
て
新
病
院
の
建
設
が
可
能
な
一
団
の
土
地
と
し
て
選
定
さ
れ

た
六
候
補
地
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
い
、
交
通
の
利
便
性
、
造
成
工
事
の
効
率
性
、
事
業
費
等
総
合
的
に
最

も
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
申
請
案
を
選
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
選
定
は
適
切
な
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。

　
　
　

 　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　

㈣　

比
較
衡
量
に
つ
い
て

　
　
　

 　

㈠
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
㈡
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
事
業
の

施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
判
断
さ
れ
る
と
と
も
に
、
㈢
で
述
べ
た

と
お
り
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
が
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

４　

第
四
号
要
件

　
　

㈠　

本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
に
つ
い
て

　
　
　

 　

３
㈠
で
述
べ
た
と
お
り
、
東
日
本
大
震
災
後
の
気
仙
沼
医
療
圏
に
お
け
る
医
療
機
関
の
再
開
割
合
が
約
七
十

三
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
等
、
い
ま
だ
に
医
療
機
能
の
回
復
が
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
気
仙
沼
市
立
病
院

は
、
気
仙
沼
医
療
圏
内
唯
一
の
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
災
害
時
の
受
入
態
勢
を
整
え
て
い
る
も
の
の
、
昭
和
五

十
六
年
の
改
正
前
の
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
に
規
定
す
る
基
準
に
基
づ
く
建
物
が
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全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る
た
め
、
耐
震
性
の
低
下
と
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
、
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　

㈡　

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性
に
つ
い
て

　
　
　

 　

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は

使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　

 　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
た

め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

五　

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

　
　

気
仙
沼
市
立
病
院
（
事
務
部
新
病
院
建
設
推
進
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
六
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

南
原
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
南
原
（
次
の
図
の
と
お

り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
北
部
土
木
事

務
所

小
室
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
小
室
（
次
の
図
の
と
お

り
）

小
室
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
小
室
（
次
の
図
の
と
お

り
）

末
沢
の
４

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
末
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

末
沢
の
５

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
赤
這
（
次
の
図
の
と
お

り
）

赤
這

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
赤
這
（
次
の
図
の
と
お

り
）

北
沢
３

土
石
流

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

北
沢
３

土
石
流

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

城
県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事

務
所

北
沢
２

土
石
流

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

平
の
沢

土
石
流

登
米
市
東
和
町
米
川
字
山
根
（
次
の
図
の
と

お
り
）

平
の
沢

土
石
流

登
米
市
東
和
町
米
川
字
山
根
（
次
の
図
の
と

お
り
）

平
の
沢

土
石
流

登
米
市
東
和
町
米
川
字
山
根
（
次
の
図
の
と

お
り
）

大
慈
寺
沢

土
石
流

登
米
市
東
和
町
米
川
字
町
裏
（
次
の
図
の
と

お
り
）

北
の
沢

土
石
流

登
米
市
東
和
町
米
川
字
町
裏
（
次
の
図
の
と

お
り
）

大
矢
沢

土
石
流

登
米
市
東
和
町
米
川
字
町
裏
（
次
の
図
の
と

お
り
）

内
野
沢
２

土
石
流

登
米
市
東
和
町
米
川
字
町
裏
（
次
の
図
の
と

お
り
）

大
津
麦
沢

土
石
流

登
米
市
東
和
町
米
川
字
東
綱
木
（
次
の
図
の

と
お
り
）

北
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

北
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

北
沢
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

岩
ノ
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
東
和
町
錦
織
字
岩
ノ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

町
裏

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
東
和
町
米
川
字
町
裏
（
次
の
図
の
と

お
り
）

町
下

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
東
和
町
米
川
字
町
下
（
次
の
図
の
と

お
り
）

町

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
東
和
町
米
川
字
町
（
次
の
図
の
と
お

り
）

長
谷
山
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
中
田
町
浅
水
字
長
谷
山
（
次
の
図
の

と
お
り
）

新
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
石
越
町
南
郷
字
新
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

金
沢
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
字
寺
池
金
沢
山
（
次
の
図
の

と
お
り
）
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金
沢
山

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
字
寺
池
金
沢
山
（
次
の
図
の

と
お
り
）

道
場
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
字
寺
池
道
場
（
次
の
図
の
と

お
り
）

道
場
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
字
寺
池
道
場
（
次
の
図
の
と

お
り
）

道
場
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
字
寺
池
道
場
（
次
の
図
の
と

お
り
）

大
椚
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
大
椚
（
次
の
図
の
と
お
り
）

小
川
向

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
日
根
牛
字
小
川
向
（
次
の
図

の
と
お
り
）

上
町

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
登
米
寺
池
字
上
町
（
次
の
図

の
と
お
り
）

舘
石

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
舘
石
（
次
の
図
の
と

お
り
）

山
ノ
上

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
迫
町
北
方
字
大
洞
（
次
の
図
の
と
お

り
）

山
ノ
上
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
迫
町
北
方
字
大
洞
（
次
の
図
の
と
お

り
）

北
沢
の
５

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

北
沢
の
６

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

北
沢
の
６

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

北
沢
の
６

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

北
沢
の
７

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
北
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

大
椚
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

登
米
市
豊
里
町
大
椚
（
次
の
図
の
と
お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

院
の
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
末
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所

館
ノ
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
末
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

踏
返
２
号
沢

土
石
流

石
巻
市
北
村
字
踏
返
一
、
同
市
北
村
字
踏
返

二
、
遠
田
郡
美
里
町
練
牛
字
新
清
水
前
（
次

の
図
の
と
お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
一
号

　

旧
迫
川
右
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

宮　
　

崎　
　

博　
　

之　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
二
号

   

登
米
市
東
和
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

大　
　

内　
　
　
　
　

仁　
　
　

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工
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区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

黒
川
郡
富
谷
町
明
石
字
宮
前
八
十
八
番
、
八
十
九
番
及

び
九
十
番
並
び
に
七
十
二
番
一
、
八
十
二
番
一
、
八
十
三

番
、
八
十
四
番
、
八
十
五
番
、
八
十
七
番
一
、
九
十
一
番
、

九
十
二
番
一
及
び
九
十
三
番
一
の
各
一
部
並
び
に
八
十
五

番
地
先
の
水
の
一
部
、
同
字
下
犬
ヶ
沢
六
番
及
び
七
番
二

の
各
一
部
（
一
の
四
工
区
）

　

黒
川
郡
富
谷
町
明
石
台
二
丁
目
二
十
二
番
地
の
十

富
谷
町
明
石
台
東
地
区
共
同
開
発
事
業
体

代
表　

伊
澤　

隆
平　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
一
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

庄　
　

子　
　

晃　
　

子　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
五
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　

１　

障
害
児
就
学
指
導
審
議
会
委
員
及
び
専
門
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

２　

宮
城
県
社
会
教
育
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

３　

宮
城
県
図
書
館
協
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１ 　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
十
五
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望
者
に
対
し
て

　
　

行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
合
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

三
六
一
一
）

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
九
号

　

第
二
十
三
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
、
宮
城
県
選
挙
区
の
選
挙
に
関
し
、
政
見
放
送
及
び
経
歴
放
送
実
施

規
程
（
平
成
六
年
自
治
省
告
示
第
百
六
十
五
号
）
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
候
補
者
が
政
見
放
送
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
基
幹
放
送
事
業
者
及
び
当
該
基
幹
放
送
事
業
者
の
放
送
設
備
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
候
補
者
一
人
当
た
り

の
政
見
放
送
の
回
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

テ

レ

ビ

ジ

ョ

ン

放

送

ラ

ジ

オ

放

送

基
幹
放
送
事
業
者
名

回　

数

基
幹
放
送
事
業
者
名

回　

数

東

北

放

送

株

式

会

社

株
式
会
社
東
日
本
放
送

一二

東

北

放

送

株

式

会

社

一

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　
　
　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
宮
選
管
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
岩
切
病
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

東
北
薬
科
大
学
病
院 

同　

市
宮
城
野
区
福
室
一
丁
目
一
二
番
一
号　
　

宮　　城　　県　　公　　報
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別
表
第
一
の
二
宮
城
県
社
会
保
険
介
護
老
人
保
健
施
設
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
葵
の
園
・
仙
台 

同　

市
太
白
区
鈎
取
二
丁
目
二
八
番
一
号　
　
　

　

介
護
老
人
保
健
施
設
葵
の
園
・
柳
生 

同　

市
太
白
区
柳
生
字
台
五
七
番
地
の
一　
　
　

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

〇
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

コ
イ
（
マ
ゴ
イ
及
び
ニ
シ
キ
ゴ
イ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
持
出
し
及
び
移
植
並
び
に
放
流
等
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

小
野
寺　
　

秀　
　

也　
　
　

一　

指
示
の
内
容

　

１　

持
出
し
の
禁
止

　
　

 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

か
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
水
域
に
お
い
て
は
、
コ
イ
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
的
機
関
等
が
コ

イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防
止
の
処
置
に
供
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

２　

移
植
の
制
限

　
　

 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
水
域
か
ら
コ
イ
を
移
植
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

３　

放
流
等
の
制
限

　
　

㈠ 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
コ
イ
を
増
殖
等
の
目
的
で
放
流
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
そ
の
放
流
し
よ
う
と
す
る
コ
イ
に
つ
い
て
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
係
る
次
に
掲
げ

る
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

⑴　

汚
染
水
域
由
来
で
な
い
こ
と
。

　
　
　

⑵　

汚
染
水
域
由
来
の
コ
イ
と
水
を
介
し
て
の
接
点
が
な
い
こ
と
。

　
　
　

⑶　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
が
確
認
さ
れ
た
コ
イ
群
で
あ
る
こ
と
。

　
　

㈡ 　

㈠
の
確
認
が
と
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
生
死
を
問
わ
ず
、
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面

に
遺
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

４　

適
用
除
外

　
　

 　

１
か
ら
３
ま
で
の
指
示
は
、
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い

も
の
と
す
る
。

二　

指
示
を
す
る
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

指
示
を
す
る
区
域

　
　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
県
内
の
水
面

〇
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
二
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

水
産
動
物
の
保
護
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日

 

宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

小
野
寺　
　

秀　
　

也　
　
　

一　

指
示
の
内
容

　
　

オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
コ
ク
チ
バ
ス
そ
の
他
オ
オ
ク
チ
バ
ス
属
の
魚
類
及
び
ブ
ル
ー
ギ
ル
を
採
捕
し
た
者
は
、
こ
れ
ら

　

を
採
捕
し
た
水
域
に
放
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
認
め
た
者
が
試
験
研
究
に
供
す

　

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二　

指
示
を
す
る
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

指
示
を
す
る
区
域

　
　

宮
城
県
全
域

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
四
五
二
号
（
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
六
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

一

段上

行
後
ろ
か

ら
九　

正

宮
城
県
訓
令
甲
第
十
一
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

宮
城
県
訓
令
甲
第
十
二
号
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